
成人の門出を祝う

▲１月13日、千早赤阪村成人式（14ページに関連記事）
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　現在、行財政改革として、「むらづくり経営計画（平成25年度～28年度）」を策定し、行財政改革に取り組
んでいます。特に住民基本情報を取り扱う電算システムは相当な維持管理経費がかかっています。システム運
用を見直すなど電算システムの経費削減を図ります。また、村職員のスキルアップにより職員定数の適正化を
推進し、人件費の抑制を図ります。
　また、国や大阪府の交付金を最大限活用し、重点かつ効率的な予算配分を行います。

扌
【具体的な取り組み】職員定数の適正化 電算システム経費の削減

　住民協働の推進にあたっては、積極的に情報公開を進め、パブリックコメント制度を活用するなど、できる
限り多くの村民が行政に参画できる機会づくりに努めるとともに、協働型社会のシステム構築のための検討を
進めます。また、協働によるむらづくりを推進するため、村民提案型協働事業補助を推進し、村民活動を支援
します。

扌
【具体的な取り組み】住民協働によるむらづくりへの支援

〈問い合わせ〉総務課

村長の政策Ⅷ「効率的な行政運営」

①行財政改革の推進

②住民協働の推進

　現在、広域行政（広域連携）の推進については、まちづくり分野、福祉分野、公害規制分野の事務処理にお
いて富田林市、河内長野市、大阪狭山市、太子町、河南町、そして本村の３市２町１村による共同処理を進め
ており、事務の効率化を図っています。今後も引き続き、３市２町１村と連携し、新たな分野の事務など、広
域行政（広域連携）の可能性について検討を進めます。
　さらに、今後、大阪都構想による大阪府、大阪市の動きに備え、３市２町１村に限らず近隣市町との連携を
深め広域行政（広域連携）化への動きに適宜対応できるよう努めます。

扌
【具体的な取り組み】３市２町１村の広域連携の推進

③広域行政（広域連携）の推進

　

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
効
率

的
な
行
政
運
営
の
確
立
を

め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
、
質
の
高
い
安
定
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
続
け
る
た
め
に
は
、
健
全

な
行
財
政
基
盤
の
確
立
と
効
率
的

で
効
果
的
な
行
政
運
営
が
不
可
欠
で
す
。
こ

の
た
め
、
選
択
と
集
中
を
基
本
に
、
歳
入
に

見
合
っ
た
歳
出
構
造
を
堅
持
し
た
財
政
運
営

を
行
う
と
と
も
に
、
組
織
力
を
向
上
し
、
よ

り
適
正
化
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
多
様
化
す
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
て
、
自
ら
の
責
任
と
創
意
工
夫
の

も
と
に
住
民
・
事
業
者
と
行
政
と
の
協
働
で
、

地
域
経
営
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
地
域
で
解
決
で
き
る
こ

と
は
地
域
で
、
行
政
が
取
り
組
む
べ
き
も
の

は
行
政
で
、と
い
う
役
割
を
明
確
化
す
る
な
ど
、

協
働
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
、
オ
ー
ル
千

早
赤
阪
で
住
民
と
と
も
に
元
気
な
む
ら
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、〝
効
率
的
な
行
政
運
営
〞
を

政
策
の
柱
と
し
て
私
の
考
え
を
紹
介
し
ま
す
。 ⑨　

　

〜〝
効
率
的
な
行
政
運
営
〞に
挑
戦
〜

今
こ
そ
村
を

　

元
気
に
す
る
と
き
!!
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▼
▼

▼▼
　

平
成
26
年
度（
平
成
25
年
分
所
得
）

の
村
・
府
民
税
の
申
告
と
所
得
税
な

ど
の
申
告
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
申
告
が
遅
れ
る
と
、
所
得
証

明
書
の
発
行
、国
民
健
康
保
険
料（
国

保
）や
介
護
保
険
の
保
険
料
の
決
定

な
ど
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
期
間
中

に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
受
付
日
程
表

〇
復
興
特
別
所
得
税
の
創
設
に
つ
い

て
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た

め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置

法
が
交
付
さ
れ
、「
復
興
特
別
所
得

税
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年

ま
で
の
各
年
分
の
確
定
申
告
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別

所
得
税
（
所
得
税
額
の
２
・
１
％
相

当
額
）
の
申
告
お
よ
び
納
付
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〇
均
等
割
額
の
引
き
上
げ

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
て
地
方

公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め

の
施
策
に
要
す
る
費
用
の
財
源
を
確

保
す
る
た
め
に
、
平
成
26
年
度
か
ら

平
成
35
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
村

民
税
均
等
割
額
３
千
円
に
５
０
０
円

加
算
し
３
５
０
０
円
に
、
府
民
税
に

つ
い
て
も
、
均
等
割
額
１
千
円
に
５

０
０
円
を
加
算
し
１
５
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

〇
記
帳
義
務
・
記
録
保
存
義
務
に
つ

い
て

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
個
人
で
事

業
や
不
動
産
貸
付
、
ま
た
は
、
山
林

所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て

の
人
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
と

帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

•

記
帳
の
内
容

　

売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入

れ
や
そ
の
他
の
必
要
経
費
に
つ
い
て

取
引
年
月
日
や
金
額
な
ど
を
記
載
し

ま
す
。

•

帳
簿
な
ど
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し

た
帳
簿
の
ほ
か
、
請
求
書
・
領
収
書

な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
き
の
簡

素
化
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
れ

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど

に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

合
や
株
式
な
ど
の
損
失
を
翌
年
に
繰

り
越
す
た
め
に
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
と

な
っ
た
人
で
も
、
生
命
保
険
料
や
地

震
保
険
料
、
年
金
か
ら
天
引
き
以
外

に
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
な
ど
各
種
所
得
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
住
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。

○
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

税
務
署
で
は
、
自
宅
か
ら
の
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
た
申
告
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ
る

人
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
と
、
所
得
金
額
や
税
額
が

自
動
計
算
さ
れ
、
申
告
書
や
青
色
申

告
決
算
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
そ

の
ま
ま
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
送

信
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
印
刷

し
て
税
務
署
に
郵
送
な
ど
で
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
会
場
で
は
、
不

明
な
点
に
つ
い
て
、
職
員
が
助
言
を

し
て
い
ま
す
。
会
場
内
の
パ
ソ
コ
ン

に
よ
り
、
自
身
で
申
告
書
な
ど
を
作

成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
場
に
お
越
し
の
際
は
、
関
係
書

類
や
前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
な
ど

を
持
参
く
だ
さ
い
。

○
ｅ︲

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は

①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
IC

カ
ー
ド
の
取
得
が
必
要
で
す
。

②
電
子
証
明
書
を
取
得
し
ま
す
。

③
パ
ソ
コ
ン
と
IC
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
が
必
要
で
す
。

④
利
用
者
識
別
番
号
な
ど
の
取
得

（
開
始
届
出
書
を
提
出
し
、
識
別
番

号
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑤
利
用
者
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ
フ
ト
を

パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
時
期
に
は
、
土
・
日

曜
も
含
め
て
24
時
間
い
つ
で
も
利
用

可
能
と
な
り
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

•

ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

•

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

•

富
田
林
税
務
署　

☎
㉔
３
２
８
１

　

事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
従
業
員

の
個
人
住
民
税
を
給
与
か
ら
天
引
き

し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
（
特

別
徴
収
）
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

南
河
内
地
域
の
市
町
村
と
大
阪
府

は
、
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
・
徴
収

に
向
け
、
連
携
し
て
特
別
徴
収
制
度

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

従
業
員
は
、
金
融
機
関
に
出
向
い
て

納
税
す
る
手
間
が
省
け
、
納
付
を
忘

れ
て
滞
納
に
な
っ
た
り
、
延
滞
金
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
年
税
額
を
４
回
で
支
払
う

普
通
徴
収
と
比
べ
、
特
別
徴
収
は
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
12
回
払
い
と
な

る
の
で
１
回
当
た
り
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

〜
従
業
員
の
個
人
住
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う
〜

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

内　容 日　程 時　間 場　所

所得税、復興特別所得税・
贈与税・消費税の申告

２月４日（火）～３月17日（月）
（土・日・祝日を除く）
※ ２月23日（日）・３月２日（日）

は開設します。

午前９時～
午後５時

すばるホール
〈問い合わせ〉
富田林税務署

（☎�3281）
※ すばるホールでは、納税手続きおよび納税証明書の発行は行っていません。期間中は、富田

林税務署には、申告会場を設けていません。３月18日（火）以降は税務署で受け付けします。
※すばるホールの駐車場は有料です。

村・府民税申告 ２月17日（月）～３月17日（月） 午前９時～
午後５時30分

役場総務課
（税務担当）

※ 村・府民税申告または所得税の確定申告のどちらかの申告が必要か判断できない場合は、役
場総務課税務担当に問い合わせください。

村
・
府
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
は
３
月
17
日
ま
で

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

２
月
３
日（
月
）か
ら
11
日（
祝
）ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。
蔵
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

蔵
書
点
検
中
、
２
月
３
日（
月
）か
ら
７
日（
金
）ま
で
、
２
、
３
時
間
程
度

お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ
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意
見
公
募

千
早
赤
阪
村
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画（
案
）に

対
す
る
意
見
募
集

　

現
在
、
村
で
は
平
成
25
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
村

に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
感
染
拡
大
防
止
な
ど
必
要
な
対
策

を
実
施
す
る
た
め
の
総
合
的
な
施
策

を
ま
と
め
た
「
千
早
赤
阪
村
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画

（
案
）」
を
策
定
す
る
た
め
村
民
の
皆

さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
い
た
だ
く
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
３
日（
月
）～
２
月

26
日（
水
）（
当
日
消
印
有
効
）

閲
覧
場
所　

役
場
（
本
庁
舎
１
階
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
）、
小
吹
台
連
絡

所
、保
健
セ
ン
タ
ー
、く
す
の
き
ホ
ー

ル
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
方
法　

所
定
の
意
見
提
出
用
紙

（
閲
覧
場
所
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

年
齢
・
意
見
を
記
載
し
、
持
参
や
郵

送
（
当
日
消
印
有
効
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
。

※�

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
計
画
策
定

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

意
見
の
概
要
は
、
住
所
や
氏
名
な

ど
の
個
人
情
報
を
除
き
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
村
の
考
え
方
と

と
も
に
公
開
し
ま
す
。
な
お
、
単

に
賛
否
だ
け
を
記
載
し
た
も
の
な

ど
に
つ
い
て
は
、
村
の
考
え
方
を

公
表
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

福
祉
医
療

一
部
自
己
負
担
額
を
軽
減
し
ま
す

　

老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当
額

等
一
部
助
成
）
医
療
証
（
空
色
）、

障
が
い
者
医
療
証
（
鶯
色
）、
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
証
（
浅
黄
色
）、
子

ど
も
医
療
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
お

持
ち
の
人
は
、
１
医
療
機
関
あ
た
り

１
日
に
つ
き
最
大
５
０
０
円
（
月
２

日
を
限
度
、
入
通
院
・
歯
科
別
）
を

医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
い
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
１
か
月
の
間
に

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
一
部
自
己
負

担
額
が
、『
２
５
０
０
円
』
を
超
え

て
支
払
っ
た
分
は
、お
返
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
領
収
書
が
な
い
と
お
返
し

で
き
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
で
一
部
自

己
負
担
額
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
必

ず
領
収
書
な
ど
を
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

•
�

１
か
月
の
間
に
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
っ
た
額
の
わ
か
る
も
の

（
領
収
書
な
ど
）・
印
鑑
・
振
込
先

が
わ
か
る
も
の
・
医
療
証

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
福
祉
医
療
）

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

高
額
療
養
費
」確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
の
た
め
に

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
12

月
に
診
療
を
受
け
た
分
の
高
額
療
養

費
の
振
り
込
み
は
３
月
下
旬
に
行
う

予
定
で
す
。

　

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
な
ど
の

た
め
に
、
事
前
に
12
月
診
療
分
の
高

額
療
養
費
支
給
見
込
額
が
必
要
な
人

は
、
２
月
下
旬
以
降
に
広
域
連
合
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
見
込
額
で
の
回
答
と
な

り
ま
す
の
で
、
修
正
申
告
の
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
後
期
高
齢

　

者
医
療
広
域
連
合
給
付
課
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ひ
と
り
親
家
庭

医
療
助
成
の
申
請
を

対
象
条
件

①
18
歳
未
満
の
児
童
お
よ
び
18
歳
に

達
し
た
日
か
ら
そ
の
日
以
降
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

②
①
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は

母③
父
母
の
い
な
い
①
の
児
童
を
養
育

す
る
養
育
者

（
所
得
制
限
あ
り
。
例
・
２
人
世
帯

２
３
０
万
円
）

申
請
に
必
要
な
も
の

　

事
前
に
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

助
成
の
内
容

　

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
（
保

険
診
療
に
限
る
）
を
受
け
た
と
き
、

医
療
機
関
に
支
払
う
医
療
費
の
自
己

負
担
額
の
一
部
を
助
成
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉住
民
課（
福
祉
医
療
）

一
定
の
障
害
の
あ
る
65
歳
か
ら

74
歳
の
人
も
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
で
き
ま
す

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
次
の
①

か
ら
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
障
害
認
定
の
申
請
を
し
、
認

定
を
受
け
る
と
、
後
期
高
齢
者
医
療

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081

小吹台連絡所… ………☎�7600

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎�1300

村立郷土資料館… ……☎�1588

B&G海洋センター………☎�7183

学校給食センター………☎�1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎�7005

•くすのき… …………☎�1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎�0069

•村国保診療所… ……☎�0038
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富田林市消防署

千早赤阪分署… ………☎�1755

※…各施設の休館日については
お問い合わせください。

�



制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
脱

退
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
）。

①
国
民
年
金
法
な
ど
に
お
け
る
障
害

年
金
１
・
２
級
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
・
３
級

お
よ
び
４
級
の
一
部
の
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・

２
級
の
人

④
療
育
手
帳
Ａ
の
人

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
65
歳
か
ら
74
歳
の
人

は
、
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
で
あ
れ
ば

撤
回
（
資
格
喪
失
）
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
後
期
高
齢
）

•
�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
資
格
管
理
課
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介　
　

護

高
齢
者
の
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
申
請

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
有
し
て

い
る
人
は
、
障
害
者
控
除
ま
た
は
特

別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
、
65
歳
以
上
で
こ
れ

ら
の
手
帳
を
有
し
て
い
な
い
人
で
も
、

介
護
保
険
で
要
介
護
認
定
を
受
け
、

要
介
護
１
以
上
で
認
知
症
高
齢
者
の

日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅱ
以
上
、
ま
た

は
、
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
（
寝
た
き
り
度
）
が
Ａ
以
上
の
人

は
、
所
得
税
や
村
府
民
税
の
障
害
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
確
定
申
告
の
際
に
認
定
証
が

必
要
で
す
の
で
役
場
健
康
福
祉
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
介
護
）

年　
　

金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方

法
と
し
て「
２
年
前
納（
口
座

振
替
）」が
始
ま
り
ま
す
！

　

平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替
分

よ
り
、割
引
額
の
よ
り
大
き
な
２
年
前

納
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
年
前
納（
口
座
振
替
）の
メ
リ
ッ
ト

①
２
年
間
で
１
万
４
千
円
程
度
の
割

引
と
な
り
ま
す
。

②
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の
年
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

③
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※�

２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
利
用

が
可
能
で
す
。
申
し
込
み
期
限
は

毎
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

天
王
寺
年
金
事
務
所
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•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

子
育
て

２
月
は
児
童
手
当
の

支
払
い
月
で
す

　

10
月
分
か
ら
１
月
分
の
児
童
手
当

を
２
月
10
日（
月
）に
振
り
込
み
ま

す
。
受
給
し
て
い
る
人
は
、
口
座
へ

の
入
金
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
な
ど
の
支
給
月
額

•

０
歳
～
３
歳
未
満
（
一
律
）

　

１
万
５
千
円

•

３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　

�

１
万
円
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５

千
円
）

•

中
学
生
（
一
律
）　

１
万
円

•

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人

　

�

特
例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
に
つ

き
５
千
円
（
一
律
）

※�

「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒

業
ま
で
（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
養
育
し

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
３
番
目
以

降
を
い
い
ま
す
。

注
意
事
項

　

住
所
、
児
童
数
な
ど
の
変
更
、
受

給
者
が
退
職
や
転
職
を
し
た
場
合
や

世
帯
で
の
生
計
中
心
者
が
変
更
（
離

婚
・
婚
姻
・
所
得
の
増
減
な
ど
）
に

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金

の
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
福
祉
）

　

朝
、
教
室
に
行
く
と
、
一
人
の
女
の

子
が
暗
い
表
情
で
言
っ
た
。「
先
生
、

あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
に
入

れ
て
あ
っ
た
の
に
、
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。」

　

そ
れ
は
、
今
か
ら
三
十
四
年
前
、
わ

た
し
が
新
任
と
し
て
小
学
校
に
赴
任
し

た
四
月
の
出
来
事
だ
っ
た
。
教
壇
に

立
っ
て
ま
だ
二
週
間
程
し
か
経
っ
て
い

な
い
そ
の
日
は
、
遠
足
代
を
集
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
当
時
は
、
ま

だ
銀
行
振
り
込
み
な
ど
で
は
な
く
、
子

ど
も
達
は
、
遠
足
代
を
入
れ
た
徴
収
袋

を
家
か
ら
持
参
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

　

わ
た
し
は
、
一
瞬
目
の
前
が
真
っ
暗

に
な
っ
た
。
自
分
の
ク
ラ
ス
の
中
で
盗

難
事
件
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
い

や
、
と
、
思
っ
た
の
だ
。「
こ
の
子
達

の
中
に
…
？
」「
ま
さ
か
、
そ
ん
な
訳

が
な
い
！
」「
し
か
し
、
無
く
な
っ
た

の
だ
。」
わ
た
し
の
頭
の
中
は
、
自
問

自
答
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
ク
ラ
ス
全

員
で
教
室
内
を
探
し
た
が
、
結
局
見
つ

か
ら
な
い
ま
ま
、
五
時
間
目
の
授
業
も

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
わ
た
し
は
苦
し

紛
れ
の
時
間
稼
ぎ
に
、

「
も
う
一
度
、
先
生
も
よ
く
探
し
て
み

る
か
ら
ね
。」
と
言
っ
て
、
そ
の
日
皆

を
帰
し
た
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
騒
ぎ
は
意
外
な
展
開
で
幕
を
閉
じ
る

こ
と
と
な
る
。
午
後
五
時
を
ま
わ
っ
た

頃
、
女
の
子
の
お
母
さ
ん
か
ら
電
話
が

架
か
っ
て
き
た
の
だ
。

「
先
生
、
今
日
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
家
の
子
、
遠
足
代
を
忘
れ
ま

し
た
で
し
ょ
う
。
忘
れ
ず
に
持
っ
て
い

く
ん
や
で
と
、
お
金
を
入
れ
た
袋
を

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
い
て
仕
事
に
出
た

ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
帰
っ
て
来
た
ら

そ
の
ま
ま
置
い
て
あ
る
ん
で
す
。
す
み

ま
せ
ん
、
こ
れ
か
ら
学
校
へ
お
持
ち
し

ま
す
の
で
…
。」

　

わ
た
し
は
、
お
母
さ
ん
の
言
葉
を
聞

い
て
、
ほ
っ
と
す
る
ど
こ
ろ
か
、
愕
然

と
し
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
女
の
子
は
わ

た
し
に
嘘
を
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
…
。
わ
た
し
に
心
当
た
り

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
前
日
、
わ
た
し
は
子
ど
も
達
に

言
っ
た
の
だ
っ
た
。「
明
日
、
遠
足
代

を
忘
れ
た
ら
遠
足
に
行
け
な
い
か
ら

ね
。」
そ
の
言
葉
は
、
わ
た
し
に
と
っ

て
は
、「
忘
れ
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
」
と
言

う
程
度
の
意
味
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
女
の
子
に
と
っ
て
は
、「
も
し
忘
れ

た
ら
遠
足
に
連
れ
て
行
か
な
い
よ
」
と

い
う
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
て
い
た
の
だ
。
女
の
子
に
と
っ
て

は
、
ど
う
し
て
も
「
忘
れ
た
」
こ
と
に

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　

言
葉
は
、
あ
る
意
味
、
単
な
る
信
号

に
過
ぎ
な
い
。
発
し
手
が
い
く
ら
そ
の

言
葉
に
思
い
や
心
を
込
め
よ
う
が
、
受

け
手
は
、
必
ず
し
も
そ
の
通
り
に
捉
え

て
く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
言
葉
の
発

し
手
は
、
常
に
受
け
手
の
心
の
在
り
様

を
読
み
、
届
い
た
言
葉
に
ど
の
よ
う
な

意
味
が
付
加
さ
れ
る
か
を
推
測
出
来
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
ま
だ
子

ど
も
の
心
を
読
め
な
か
っ
た
未
熟
な
頃

の
わ
た
し
の
苦
い
思
い
出
で
あ
る
。

　

今
、
わ
た
し
に
は
、
大
学
の
授
業
で

口
癖
の
よ
う
に
繰
り
返
す
言
葉
が
あ
る
。

「
教
師
と
い
う
仕
事
は
、
教
科
や
教
材

を
相
手
に
す
る
仕
事
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。

人
を
相
手
に
す
る
も
の
だ
か
ら
ね
。」

　

卒
論
の
提
出
ま
で
ミ
ニ
研
究
者
で

あ
っ
た
学
生
達
も
、
四
月
か
ら
は
実
践

者
と
し
て
子
ど
も
達
の
前
に
立
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

立
春
を
迎
え
、
後
期
の
授
業
を
終
え

た
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
ひ
っ
そ
り
と
静
ま

り
返
っ
て
い
る
。今
年
度
も
い
よ
い
よ
、

残
す
と
こ
ろ
二
か
月
足
ら
ず
と
な
っ
た
。

四
月
か
ら
教
壇
に
立
つ
四
回
生
達
は
、

ど
の
よ
う
な
思
い
で
こ
の
春
を
迎
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

平
成
25
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
11
期
（
２
月
分
）
の
納
期
限
は
、
２
月
28
日（
金
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
２
月
25
日（
火
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

人
権
コ
ラ
ム﹁
き
ず
な
﹂
⑩

人
を
相
手
に
す
る
も
の
だ
か
ら
ね
新
坊　

昌
弘︵
大
阪
教
育
大
学
︶

5



け
ん
こ
う
り
ょ
く
ア
ッ
プ

寄　
　

附

寄
附（
一
般
）

　

叙
勲
（
瑞
宝
単
光
章
）
内
祝
と
し

て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
は
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

尾
谷
行
雄
様
（
小
吹
７
７
６
番
地
）

５
万
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
人
事
財
政
課

募　
　

集

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

①
管
理
栄
養
士

内
容　

母
子
保
健
、
健
康
増
進
、
食

育
推
進
に
関
す
る
相
談
、
教
育
、
事

務資
格　

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
持
ち
、

経
験
が
あ
る
人　

※
要
普
通
免
許

給
与　

月
給
19
万
２
千
円

②
家
庭
児
童
相
談
員

内
容　

家
庭
児
童
相
談
、
そ
の
他
児

童
・
障
が
い
福
祉
な
ど
に
関
す
る
事

務資
格　

社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
保
健
師
、
児
童
福
祉
司
任
用

資
格
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
ち
、

経
験
が
あ
る
人　

※
要
普
通
免
許

給
与　

月
額
21
万
円

③
保
健
師
・
看
護
師

内
容　

保
健
事
業
に
関
す
る
業
務（
特

定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
、
母
子
・

成
人
・
老
人
保
健
事
業
業
務
）

資
格　

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資

格
を
持
ち
、
経
験
が
あ
る
人

※
要
普
通
免
許

給
与　

時
給
１
５
０
０
円

④
幼
稚
園
預
か
り
保
育

内
容　

預
か
り
（
延
長
）
保
育

資
格　

幼
稚
園
教
諭
ま
た
は
保
育
士

給
与　

時
給
９
５
０
円

⑤
学
校
・
幼
稚
園
介
助
員

内
容　

支
援
が
必
要
な
児
童
・
園
児

の
介
助

給
与　

時
給
９
０
０
円

⑥
図
書
室
運
営
事
務

内
容　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
室
の

運
営
事
務

給
与　

時
給
８
４
０
円

⑦
一
般
事
務

内
容　

事
務
補
助

資
格　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
本

操
作
が
で
き
る
人

給
与　

時
給
８
４
０
円

▼
共
通
事
項

勤
務
場
所　

①
②
③
保
健
セ
ン
タ
ー

④
⑤
村
内
幼
稚
園
ま
た
は
小
学
校
⑥

く
す
の
き
ホ
ー
ル
⑦
役
場

期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日（
火
）

～
平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）

休
日　

①
②
④
⑤
⑦
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
、
年
末
年
始
（
③
週
２
、
３
日

程
度
の
勤
務
、
相
談
に
応
じ
ま
す
、

⑥
土
日
を
含
め
週
３
日
程
度
の
勤
務
、

⑦
週
３
、
４
日
程
度
の
勤
務
）

交
通
費　

別
途
規
定
に
よ
り
支
給

応
募　

①
②
③
履
歴
書
、
④
⑤
⑥
⑦

登
録
申
請
書
（
写
真
貼
付
）
と
有
資

格
者
は
、
資
格
免
許
の
写
し
を
添
付

し
て
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
提
出
書
類
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

※�

書
類
の
様
式
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

任
用　

必
要
に
応
じ
て
書
類
選
考
お

よ
び
面
接
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

応
募
期
間　

２
月
14
日（
金
）ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

①
②
③
健
康
福
祉
課
・
④
⑤
⑥
教

育
課
・
⑦
人
事
財
政
課

今
か
ら
始
め
る
！

健
康
力
up
術
参
加
者
募
集

　

健
康
で
い
ら
れ
る
力
を
up
す
る
た

め
に
、
今
か
ら
始
め
ら
れ
る
食
事
や

運
動
の
秘
術
を
教
え
ま
す
。

★
健
康
的
な
若
さ
キ
ー
プ
術

「
若
さ
を
キ
ー
プ
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
術
」〈
運
動
実
技
〉

日
時　

２
月
18
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

「
お
や
つ
が
食
べ
た
い
と
き
の
工
夫
」

〈
実
演
・
試
食
〉

•

か
ぼ
ち
ゃ
の
く
る
み
も
ち

•

野
菜
チ
ッ
プ
ス

日
時　

２
月
25
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

★
健
康
力
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
術

「
あ
な
た
の
体　

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

術
」〈
運
動
実
技
・
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
〉

日
時　

３
月
18
日（
火
）
午
前
10
時

～
正
午

「
う
ち
の
ご
は
ん　

簡
単
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
術
」〈
調
理
実
習
〉

•

揚
げ
な
い
酢
豚

•

温
野
菜
の
中
華
和
え

•

レ
タ
ス
と
卵
の
ス
ー
プ

日
時　

３
月
25
日（
火
）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時
頃

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
40
歳
～
65
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
、
先

着
順
）

費
用　

初
回
３
０
０
円
（
２
回
目
以

降
の
人
は
１
５
０
円
）

※�

調
理
実
習
日
は
別
途
食
材
費
４
０

０
円
が
必
要
で
す
。

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
案
内
を

後
日
送
付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

村
の
郷
土
食
お
料
理
教
室

参
加
者
募
集

　

村
に
伝
わ
る
自
慢
の
味
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
21
日（
金
）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

•
�

お
み
（
野
菜
と
そ
う
め
ん
入
り
の

み
そ
味
雑
炊
）

•
�

じ
ゃ
り
豆
（
ち
は
や
あ
か
さ
か
食

育
通
信
に
掲
載
）

平
成
25
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
10
期
（
１
月
分
）
の
納
期
限
は
、
１
月
31
日（
金
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
１
月
24
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

◆
一
般
書

は
な
と
ゆ
め　
　
　
　
　
（
冲
方
丁
）

天
使
の
柩　
　
　
　
　
（
村
山
由
佳
）

大
江
戸
ド
ク
タ
ー　
（
和
田
は
つ
子
）

名
も
な
き
日
々
を　
（
宇
江
佐
真
理
）

花
咲
小
路
一
丁
目
の
刑
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
路
幸
也
）

追
憶
の
夜
想
曲　
　
　
（
中
山
七
里
）

ノ
ボ
さ
ん　
　
　
　
　
（
伊
集
院
静
）

五
峰
の
鷹　
　
　
　
（
安
部
龍
太
郎
）

私
の
な
か
の
彼
女　
　
（
角
田
光
代
）

虹
の
見
え
た
日　
　
（
澤
田
ふ
じ
子
）

軍
師
官
兵
衛
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
川
洋
一
）

誕
生
日
を
知
ら
な
い
女
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
川
祥
子
）

岳
飛
伝
７　
　
　
　
　
（
北
方
謙
三
）

ほ
め
る
力　
　
　
　
　
　
（
斉
藤
孝
）

お
ひ
と
り
さ
ま
の
法
律
と
お
金

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
澤
ま
ゆ
み
）

鑑
定
士
と
顔
の
な
い
依
頼
人　
　
　

　
（
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ト
ル
ナ
ト
ー
レ
）

イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　
（
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
）

◆
児
童
書

と
て
も
お
お
き
な
サ
ン
マ
の
ひ
ら
き

　
　
　
　
　
　
　
（
岡
田
よ
し
た
か
）

う
わ
さ
の
よ
う
ち
え
ん

　
　
　
　
　
　
（
き
た
や
ま
よ
う
こ
）

こ
や
ぶ
医
院
は
、
な
ん
で
も
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柏
葉
幸
子
）

だ
れ
も
し
ら
な
い
ヒ
ー
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
べ
弘
士
）

�



有
料
広
告
募
集
の
案
内

•

干
し
柿
入
り
な
ま
す

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

備
考

•
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

•
�

参
加
決
定
者
に
は
後
日
詳
し
い
案

内
を
送
付
し
ま
す
。

•
�

保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
２
月
７

日（
金
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
先
着
順
で
３
人
ま
で
）。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

生
徒
募
集
夜
間
中
学
校
で

勉
強
し
ま
せ
ん
か

　

い
ろ
い
ろ
な
事じ

情じ
ょ
うで

小し
ょ
う
が
っ
こ
う

学
校
や
中ち
ゅ
う

学が
っ
こ
う校

を
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業で

き
な
か
っ
た
人ひ
と

、
夜や

間か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

中
学
校
で
勉べ
ん
き
ょ
う強し

ま
し
ょ
う
。

①
２
０
１
４
年ね
ん

度ど

の
入に
ゅ
う
が
く
う
け
つ
け

学
受
付
は
、

２
０
１
３
年ね
ん

12
月が
つ

２ふ
つ

日か

か
ら
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

入に
ゅ
う
が
く学期き

間か
ん

は
、
４
月が
つ

１つ
い

日た
ち（

火か

）か

ら
４
月が
つ

30
日に
ち（

水す
い

）で
す
。

　

た
だ
し
、
学が
っ
こ
う校

の
休き
ゅ
う
ぎ
ょ
う
び

業
日
（
土ど

・

日に
ち

・
祝し
ゅ
く）
は
除の
ぞ

き
ま
す
。

②
「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉べ
ん
き
ょ
う強で
き

ま
す
。

③
２
０
１
４
年ね
ん

４
月が
つ

１つ
い

日た
ち

で
、
中ち
ゅ
う
が
っ学

校こ
う

を
卒そ
つ
ぎ
ょ
う業し

て
い
な
い
15
歳さ
い

以い

上じ
ょ
うの

人ひ
と

が
入に
ゅ
う
が
く学で
き
ま
す
。

④
授
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

業
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

⑤
大お
お
さ
か阪
府ふ

に
住す

ん
で
い
る
人ひ
と

が
、
入に
ゅ
う

学が
く

で
き
ま
す
。

⑥
外が
い
こ
く
せ
き

国
籍
の
人ひ
と

も
、入に
ゅ
う
が
く学で

き
ま
す
。

〈
問と

い
合あ

わ
せ
〉

　

教き
ょ
う
い
く
か

育
課　

☎
�
１
３
０
０

環
境
衛
生

２
月
は
生
活
排
水
対
策

推
進
月
間

　

川
な
ど
の
水
の
汚
れ
の
原
因
８
割

が
ト
イ
レ
や
台
所
、
お
風
呂
、
洗
濯

な
ど
の
日
常
生
活
か
ら
出
る
「
生
活

排
水
」
で
す
。
こ
の
生
活
排
水
の
影

響
は
、
河
川
流
量
が
減
少
す
る
冬
季

に
大
き
く
な
り
ま
す
。
大
阪
府
で
は

２
月
を「
生
活
排
水
対
策
推
進
月
間
」

と
し
、
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
を
で

き
る
だ
け
汚
さ
ず
に
流
す
た
め
の
工

夫
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
水
澄
ま
し
の
術

•
�

食
器
、
鍋
の
汚
れ
は
、
紙
な
ど
で

拭
き
取
っ
た
り
、
ヘ
ラ
で
か
き

取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

•
�

み
そ
汁
、
ス
ー
プ
、
飲
み
物
な
ど

は
必
要
な
分
だ
け
つ
く
り
、
残
り

物
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

•
�

油
は
使
い
切
る
工
夫
を
し
、
捨
て

る
場
合
は
、
流
し
に
流
さ
ず
に
古

新
聞
に
吸
い
込
ま
せ
た
り
、
固
形

化
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

•
�

石
け
ん
、
洗
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な

ど
は
適
量
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

大
阪
府
生
活
排
水
対
策
に
関
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.osaka.jp/

kankyohozen/sei-hai/

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

べ
ん
き
ょ
う

せ
い

と

ぼ

し
ゅ
う

や

か
ん
ち
ゅ
う  

が
っ
こ
う

　

千
早
赤
阪
村
で
は
、
村
政
の

財
源
確
保
の
た
め
、
広
報
「
ち

は
や
あ
か
さ
か
」
や
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
有
料
広
告
掲
載
を

募
集
し
ま
す
。

広
報
「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」

•
�

大
き
さ　

こ
の
枠
の
大
き
さ

で
す
。

•

色　
　
　

黒
１
色
刷
り

•

掲
載
料　

１
回
（
１
か
月
）

　
　
　
　
　

５
千
円

•

発
行
数　

約
２
２
０
０
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•

大
き
さ　

縦
45
ピ
ク
セ
ル
×

　

横
１
５
０
ピ
ク
セ
ル
、
40

　

以
内
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式

•

掲
載
料　

３
か
月
単
位

　
　
　
　
　

５
千
円
／
月

•

月
間
閲
覧
数　

　
　
　
　
　

約
２
万
４
千
件

※
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
審

査
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
封
筒
な
ど
の
印
刷
物

に
も
有
料
広
告
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
決
定
次
第
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集
し
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

総
務
課

KB

　平成23年６月から、すべての住宅
に住宅用火災警報器の設置が必要と
なったことを知っていますか。

問１問２
　現在、お住まいの住宅に、住宅用
火災警報器は設置されていますか。

問３
　問２で「いいえ」と答えた人にお
聞きします。
　設置していないのはなぜですか。

①設置義務を知らなかった。
②�購入方法や取り付け方法がわから
ない。

③設置しても効果が期待できない。
④その他 はい

85％
いいえ
15％

はい
46％

いいえ
54％

①
23％

④
26％

②
39％

③
12％

もう取り付けましたか？住宅用火災警報器
《平成23年６月１日から、すべての住宅に設置が義務化されました。》

　

先
日
、
村
立
小
学
校
・
中
学

校
に
児
童
・
生
徒
が
い
る
家
庭

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
ら
れ
る

原
因
の
多
く
は
「
逃
げ
遅
れ
」

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
万
が
一
、
火
災

が
起
き
て
も
、
早
期
発
見
、
避

難
に
つ
な
が
り
、
あ
な
た
や
、

あ
な
た
の
家
族
の
「
い
の
ち
」

を
守
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
め

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
既
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い

る
人
は
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き

に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
お
手
入
れ
や

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
㉕
７
４
０
０

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　

南み
な
み
か
わ
ち

河
内
地ち

域い
き

の
識し
き

字じ

・
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

の
学が
く
し
ゅ
う
し
ゃ

習
者
、
支し

援え
ん
し
ゃ者
の
集つ
ど

い
で
す
。　

日に
ち

時じ　

１
月が
つ

25
日に
ち（
土ど

）
午ご

ご後
２
時じ

～
４
時じ

30
分ぷ
ん　

　

場ば

所し
ょ　

藤ふ
じ

井い

寺で
ら
い
ち
り
つ
し
ょ
う
が
い

市
立
生
涯
学が
く
し
ゅ
う

習
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
セ
ル 

シ
ュ
ラ 

ホ
ー
ル
」　

受う
け
つ
け付　

１
月が
つ

６
日か（
月げ
つ

）～
16
日に
ち（

木も
く

）〈
問と

い
合あ

わ
せ
〉
教き
ょ
う
い
く育課か　

☎
�
１
３
０
０

第だ
い

４
回か

い

南み
な
み
か
わ
ち

河
内
よ
み
か

き
こ
う
り
ゅ
う
か
い　

�



消
費
者
相
談

消
費
生
活

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
⑩

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

に
よ
っ
て
人
間
関
係
を
構
築
す
る

サ
ー
ビ
ス
）
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら

「
も
う
か
る
か
ら
」
と
誘
わ
れ
、
マ

ル
チ
取
引
を
始
め
ま
し
た
。し
か
し
、

全
然
も
う
か
ら
な
い
の
で
解
約
し
た

い
と
思
い
、
勧
誘
し
た
人
に
連
絡
し

た
と
こ
ろ
、
す
で
に
退
会
し
て
行
方

が
分
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
す
か
？

　

マ
ル
チ
取
引
の
運
営
事
業
者
に
、

解
約
す
る
旨
を
書
面
で
通
知
し
ま

し
ょ
う
。

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

マ
ル
チ
取
引
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ

ジ
ネ
ス
・
連
鎖
販
売
取
引
）
と
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
参
加
し
た
人
が
さ
ら
に

参
加
者
を
広
げ
て
い
く
取
引
形
態
を

指
し
ま
す
。
従
来
は
、学
校
や
職
場
、

近
所
付
き
あ
い
か
ら
広
が
る
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
知
り
合
っ
た
人
に
誘
わ

れ
て
始
め
た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
紹
介
や
、
商
品
販
売
で

マ
ー
ジ
ン
な
ど
の
利
益
が
あ
る
こ
と

を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
勧
誘
し
、
会
員

に
な
る
た
め
の
負
担
（
金
銭
支
払
）

を
伴
う
取
引
は
、
特
定
商
取
引
法
に

お
け
る
「
連
鎖
販
売
取
引
」
に
該
当

し
、法
定
書
面
を
受
け
取
っ
た
日（
商

品
受
け
渡
し
日
の
方
が
後
の
場
合
、

そ
の
日
）
か
ら
数
え
て
20
日
間
以
内

で
あ
れ
ば
、消
費
者
は
業
者
に
対
し
、

書
面
で
契
約
解
除
（
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
）
で
き
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
規

約
に
よ
っ
て
、
マ
ル
チ
取
引
や
、
そ

の
類
似
行
為
を
禁
じ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
内
で

利
益
を
上
げ
る
こ
と
は
現
実
的
に
困

難
と
思
っ
て
間
違
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
営
者

よ
り
、
ア
カ
ウ
ン
ト
停
止
な
ど
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
を
受
け
、
他
の
友
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
が

及
ぶ
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

解
約
し
た
い
場
合
は
、
ま
ず
業
者

に
解
約
し
た
い
旨
を
書
面
で
通
知
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き

は
、
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
く
だ
さ
い
。

（（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

健　
　

康

予
防
接
種
の
お
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
２
期
予

防
接
種
の
今
年
度
の
対
象
者
が
無
料

で
接
種
で
き
る
期
間
は
３
月
31
日

（
月
）ま
で
で
す
。
過
去
に
麻
し
ん
風

し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で

な
い
人
は
、
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成

　

任
意
予
防
接
種
の
高
齢
者
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
一
部

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
連

絡
が
必
要
で
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ

る
人
に
は
助
成
を
受
け
る
た
め
の
申

請
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
千
早
赤
阪

村
・
富
田
林
市
・
河
南
町
・
太
子
町
）

対
象　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

①
70
歳
以
上

②
65
～
69
歳
で
心
臓
・
呼
吸
器
の
慢

性
疾
患
、
慢
性
腎
不
全
、
糖
尿
病
、

肝
臓
病
な
ど
の
た
め
医
師
が
必
要
と

認
め
た
人

助
成
額　

３
千
円
（
助
成
は
１
人
１

回
限
り
）

※�

５
年
を
目
安
に
一
定
の
間
隔
が
あ

れ
ば
、
医
師
の
判
断
で
２
回
目
の

接
種
が
で
き
ま
す
が
、
村
か
ら
の

助
成
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

※�

助
成
分
を
差
し
引
い
た
金
額
を
指

定
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
（
接
種
料
金
は
医
療
機

関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。

備
考

•
�

予
約
の
要
否
な
ど
は
医
療
機
関
へ

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

•
�

任
意
予
防
接
種
で
す
の
で
、
接
種

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

•
�

指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

•
�

平
成
26
年
度
以
降
の
費
用
助
成
は

未
定
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

水
ぼ
う
そ
う
・
お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン

　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
と
流
行
性

耳
下
腺
炎
（
お
た
ふ
く
か
ぜ
）
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

助
成
対
象
者　

接
種
日
に
１
歳
児
ま

た
は
２
歳
児
で
、
平
成
25
年
４
月
１

日（
月
）か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日

（
月
）ま
で
に
接
種
し
た
人

助
成
回
数　

各
ワ
ク
チ
ン
１
回
ず
つ

助
成
方
法　

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
①
母
子
健
康
手
帳
な
ど
接

種
が
確
認
で
き
る
物
、
②
領
収
証
、

③
印
鑑
、
④
振
込
先
を
確
認
で
き
る

通
帳
や
カ
ー
ド
な
ど

備
考

•
�

接
種
医
療
機
関
の
指
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
旦
医
療
機
関
窓
口
で
接

種
費
用
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

•
�

任
意
予
防
接
種
で
す
の
で
、
接
種

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

•
�

平
成
26
年
度
以
降
の
費
用
助
成
は

未
定
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉健
康
福
祉
課（
健
康
）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

お
知
ら
せ

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ

に
く
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬

変
や
肝
臓
が
ん
へ
と
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
検
診
を

受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間　

３
月
31
日（
月
）ま

で時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

•
�

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）

•

村
国
保
千
早
診
療
所

予防接種 平成25年度の対象者 期間

ＭＲ２期 平成19年４月２日～
平成20年４月１日生 3月31日㈪まで

予防接種 対象者および期間

ＭＲ１期 １歳以上２歳未満

ジフテリア・破傷風（Ｄ
Ｔ）二種混合（２期） 11歳以上13歳未満

�



•

や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

対
象　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①�
平
成
25
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る

人
②�

平
成
25
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相

当
す
る
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
人

③�

特
定
健
診
な
ど
に
お
い
て
肝
機
能

検
査
に
異
常
が
あ
る
人

内
容

•

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

•

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

費
用　

５
０
０
円
（
平
成
25
年
４
月

１
日
現
在
70
歳
の
人
は
無
料
）

※�

生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
、
受
診
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階
健
康
福
祉
課
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

受
付　

３
月
20
日（
木
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関
へ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

成
人
歯
科
健
康
診
査

予
約
受
付
中

健
診
実
施
期
間　

３
月
31
日（
月
）ま

で時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関
（
富
田
林

歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果

説
明

費
用　

無
料

受
付　

３
月
20
日（
木
）ま
で

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に

は
、
受
診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電
話
で
予
約

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉　

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

今
年
度
の
子
宮
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
対
象
者
に
対
す
る
個
別
検

診
は
２
月
末
で
終
了
で
す

　

今
年
度
か
ら
、
子
宮
が
ん
お
よ
び

大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者
に
限
り
、
指
定
医
療
機
関
な

ど
で
個
別
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
早
め
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た

場
合
な
ど
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
相
談

く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

肝
炎
・
肝
が
ん
お
よ
び
大
腸

が
ん
に
関
す
る
講
習
会

　

肝
炎
・
肝
が
ん
、
大
腸
が
ん
は
、

と
も
に
無
症
状
の
時
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
大
切
な
病
気
で
す
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
病
気
に
つ
い
て
、

専
門
の
先
生
か
ら
わ
か
り
や
す
く
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に

一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
17
日（
月
）
午
後
２
時

～
４
時

※
受
付
は
午
後
１
時
30
分
～

場
所　

南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

講
堂　
（
近
鉄
長
野
線
富
田
林
西
口

駅
か
ら
北
へ
１
２
０
ｍ
）

※�

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
来
場
に
は
公

共
交
通
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容

①
講
演
「
肝
炎
・
肝
が
ん
に
つ
い
て

正
し
く
知
ろ
う
！
学
ぼ
う
！
～
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
大
切
さ
と
最
新

治
療
に
つ
い
て
～
」

講
師　

近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院

消
化
器
内
科
准
教
授　

西
田
直
生
志

氏②
講
演
「
大
腸
が
ん
に
対
す
る
最
新

治
療
～
特
に
腹
腔
鏡
の
手
術
に
つ
い

て
～
」

講
師　

富
田
林
病
院
外
科
副
部
長　

文
元
雄
一
氏　

③
情
報
提
供

申
し
込
み　

２
月
10
日（
月
）ま
で
に
、

大
阪
府
富
田
林
保
健
所
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

大
阪
府
富
田
林
保
健
所
企
画
調
整

課

　

☎
㉓
２
６
８
１　
　

㉔
７
９
４
０

テ
ー
マ
：「
じ
ゃ
り
豆
」

　
「
じ
ゃ
り
豆
」
と
は
、
大
豆
と
小

さ
く
切
っ
た
具
材
を
煮
た
、
五
目
大

豆
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
細
か
い
も

の
を
「
じ
ゃ
り
（
砂
利
）」
と
言
い
、

こ
ま
ご
ま
し
た
見
か
け
か
ら
じ
ゃ
り

豆
と
呼
び
ま
す
。
村
の
中
で
も
、
地

域
や
各
家
庭
に
よ
り
少
し
ず
つ
呼
び

方
が
違
い
、「
じ
ゃ
じ
ゃ
豆
」や「
じ
ゃ

ぜ
豆
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、
じ
ゃ
じ
ゃ
豆
、
じ
ゃ

ぜ
豆
と
呼
ば
れ
る
郷
土
料
理
は
、
九

州
地
方
や
近
畿
地
方
の
和
歌
山
市
内

や
琵
琶
湖
周
辺
に
も
あ
る
よ
う
で
す
。

（
他
地
域
に
お
け
る
じ
ゃ
ぜ
豆
と
い

う
名
前
に
つ
い
て
は
、
座
禅
が
派
生

し
て
名
づ
け
ら
れ
た
、
と
い
う
説
も

あ
る
そ
う
で
す
）

　

じ
ゃ
り
豆
は
通
常
、
日
常
の
食
卓

に
並
ぶ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

お
正
月
な
ど
ハ
レ
の
日
に
食
べ
る
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
こ
ま
め

に
動
く
よ
う
に
」
と
の
意
味
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
黒
豆
が
手
に
入
ら
な

か
っ
た
時
の
代
用
品
だ
っ
た
そ
う
で

す
。お
せ
ち
料
理
に
入
れ
る
と
き
は
、

縁
起
を
担
い
で
具
材
の
種
類
を
7
種

類
に
し
ま
す
。

　

大
豆
は
畑
の
肉
と
呼
ば
れ
、
た
ん

ぱ
く
質
を
豊
富
に
含
み
ま
す
。
村
は

山
に
囲
ま
れ
た
地
域
の
た
め
、
新
鮮

な
魚
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
源
が
な
か
な

か
手
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
、
大
豆

か
ら
体
に
必
要
な
た
ん
ぱ
く
質
を

摂
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
が

盛
ん
で
野
菜
が
多
く
手
に
入
る
こ
と

か
ら
、
じ
ゃ
り
豆

は
た
ん
ぱ
く
質
と
残
り
野
菜
を
無
駄

な
く
上
手
に
使
う
た
め
に
工
夫
さ
れ

た
料
理
で
す
。

「
じ
ゃ
り
豆
」（
材
料
４
人
分
）

大
豆
（
ゆ
で
）
…
３
０
０
ｇ　

に
ん

じ
ん
…
55
ｇ　

ご
ぼ
う
…
55
ｇ　

大

根
…
55
ｇ　

ち
く
わ
…
２
本　

こ
ん

に
ゃ
く
…
50
ｇ　

高
野
豆
腐
…
１
／

３
個　

だ
し
汁
…
５
５
０
㏄　

調
味

料
（
砂
糖
…
大
さ
じ
1　

濃
口
し
ょ

う
ゆ
…
大
さ
じ
１
・
小
さ
じ
１
／
２

み
り
ん
…
小
さ
じ
１
）

①�

皮
を
む
い
た
に
ん
じ
ん
・
ご
ぼ
う
・

大
根
と
、
ち
く
わ
・
こ
ん
に
ゃ
く

を
１
㎝
角
の
さ
い
の
目
に
切
る
。

②�

高
野
豆
腐
は
ぬ
る
ま
湯
で
戻
し
て

１
㎝
角
の
さ
い
の
目
に
切
る
。

③�

鍋
に
大
豆
と
①
を
入
れ
、
ひ
た
ひ

た
に
な
る
程
度
に
だ
し
汁
を
入
れ

て
煮
る
。

④�

材
料
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
調
味

料
を
入
れ
、
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
て

か
ら
②
を
入
れ
て
30
分
く
ら
い
煮

る
。

⑤
冷
ま
し
て
味
を
な
じ
ま
せ
る
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

村
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
12
月
28
日（
金
）で
す
。
第
１
期
か
ら
３
期
ま
で
の
未
納

の
税
金
が
あ
れ
ば
併
せ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

平
成
25
年
度
の
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
募
金
は
、
歳
末
お
見
舞
い
や
、

地
域
福
祉
活
動
強
化
事
業
（
世
代
間
交
流
会
事
業
費
な
ど
）
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

『
村
に
伝
わ
る
郷
土
食
を
残
そ
う
』

●

●
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催　
　

し

お
は
な
し
広
場

○
お
は
な
し
会

日
時　

２
月
20
日（
木
）
午
後
２
時

30
分
～
３
時

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園　

遊
戯
室

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ

対
象　

幼
児

費
用　

無
料

○
人
形
劇

日
時　

２
月
27
日（
木
）
午
前
９
時

30
分
受
付

場
所　

こ
ご
せ
幼
稚
園　

遊
戯
室

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
ゆ
め
ふ
う

せ
ん
』
に
よ
る
人
形
劇

対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

な
か
よ
し
作
品
展

　

南
河
内
地
区
小
・
中
学
校
の
支
援

学
級
と
大
阪
府
立
富
田
林
・
藤
井
寺

両
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
１
千

点
を
超
え
る
作
品
を
一
堂
に
集
め
た

「
な
か
よ
し
作
品
展
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

２
月
19
日（
水
）～
21
日（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
８
時

※�
21
日（
金
）は
午
前
９
時
～
午
後
３

時

場
所　

す
ば
る
ホ
ー
ル
３
階
展
示
室

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

障
が
い
者
福
祉

防
ご
う
！
障
が
い
者
虐
待

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」を

ご
存
知
で
す
か
？

　

虐
待
は
障
が
い
者
の
尊
厳
を
傷
つ

け
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。ま
た
、

障
が
い
者
の
自
立
や
社
会
参
加
を
す

す
め
る
た
め
に
も
虐
待
を
防
止
す
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
に
基
づ
き
、

村
で
は
、
窓
口
を
設
け
て
虐
待
へ
の

相
談
・
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
�

障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

（
科
長
の
郷　

生
活
支
援
相
談
室

し
な
が
）　

☎
�
５
０
１
６

•

健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

図
書
室

図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

　

２
月
３
日（
月
）～
11
日（
祝
）ま
で

蔵
書
点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。
期

間
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

蔵
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

蔵
書
点
検
中
、
２
月
３
日（
月
）か

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育士が常
駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈問い合わせ・予約〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈２月の予定〉（開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時）

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

３ 月 10時～

地域子育て支援センター

節分の集い

５ 水 ★ 10時30分～11時 英語あそび・発育測定

12 水 10時～11時 げんき親子体操

13 木 10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

18 火 10時～
地域子育て支援センター

ひな人形制作

26 水 10時～ 言葉のリトミック

27 木 10時～ いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

今月の一押し　�　節分の集い　�保育園で行われる節分の集いに参加しませんか？
　　　　　　　豆まきの由来や職員の出し物を一緒に楽しみましょう。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子でのび
のびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都合で活動が
中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター ai ♡げんきだより』
をご覧ください。

10



ら
７
日（
金
）ま
で
、
２
、
３
時
間
程

度
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

　

仕
事
内
容
は
、
書
架
か
ら
の
本
の

出
し
入
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
処
理

で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

上
下
水
道

上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

　

４
月
１
日（
火
）か
ら
消
費
税
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
て
、

上
下
水
道
料
金
の
消
費
税
を
８
％
に

改
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
負
担
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

そ
の
他
の

　

お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に
は
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
と
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
募
金
総
額

　
　
　
　
　

１
６
１
万
６
６
５
０
円

（
内
訳
）

●
戸
別
募
金

　
　
　
　
　

１
５
７
万
６
６
５
０
円

●
法
人
募
金　
　
　
　
　
　

４
万
円

　

こ
の
歳
末
募
金
を
次
の
と
お
り
配

分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
配
分
総
額

　
　
　
　
　

１
６
１
万
６
６
５
０
円

（
内
訳
）

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金　

10
万
円

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　

10
万
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
万
円

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会　

３
万
円

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

３
万
円

地
区
福
祉
委
員
会
（
３
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

45
万
円

地
域
福
祉
活
動
強
化
事
業
（
各
地
区

（
自
治
会
）
の
世
代
間
ふ
れ
あ
い
事

業
経
費
な
ど
）�

84
万
６
６
５
０
円

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎�

Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
千
早
赤
阪
支

部　

３
万
円

　

�

金
剛
山
の
里　

棚
田
夢
灯
り
＆
収

穫
祭
２
０
１
３
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
と
し
て

◎
尾
谷
行
雄
（
小
吹
７
７
６
番
地
）

　

２
万
円

　

秋
の
叙
勲
の
内
祝
と
し
て

◎
清
水
義
秀（
中
津
原
４
８
６
番
地
）

　

５
万
円

　

亡
母
景
子
さ
ん
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会

　

福
祉
協
議
会　

☎
�
０
２
９
４

放
送
大
学

学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
２
月
28
日（
金
）ま

で
資
料
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.ouj.ac.jp/

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

放
送
大
学
大
阪
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
06（
６
７
７
３
）６
３
２
８

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
講
演
会

　

千
早
赤
阪
村
に
豊
富
に
あ
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
に
つ
い
て
、
長
年
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
体
験

を
通
し
て
の
講
演
で
す
。

日
時　

２
月
16
日（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
会
議
室

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

講
師　

吉
田
義
晴
氏
（
南
河
内
環
境

事
業
組
合
Ｏ
Ｂ
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然

　

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
会
・
千

早
赤
阪（
松
岡
）
☎
�
１
８
４
１

「
輸
入
食
品
の
安
全
性
に
関

す
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」を
開
催
し
ま
す

　

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
事
業
者
、
行
政
担
当
者
、
消
費
者

の
３
者
で
行
う
意
見
交
換
会
で
す
。

日
時　

３
月
３
日（
月
）
午
後
２
時

～
４
時

場
所　

大
阪
府
藤
井
寺
保
健
所
講
堂

内
容　
「
輸
入
食
品
に
関
す
る
安
全

性
」
に
つ
い
て
事
業
者
、
行
政
（
大

阪
府
、
国
）
の
取
り
組
み
紹
介
・
質

疑
応
答

定
員　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

受
付　

２
月
21
日（
金
）ま
で

主
催　

大
阪
府
藤
井
寺
保
健
所
、
富

田
林
保
健
所
、
八
尾
保
健
所
、
大
阪

府
食
肉
衛
生
検
査
所

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

大
阪
府
藤
井
寺
保
健
所
生
活
衛
生

室
食
品
衛
生
課

　

☎
０
７
２（
９
５
２
）６
１
６
５

市
町
村
長　

公
開
首
長

サ
ミ
ッ
ト
開
催

日
時　

２
月
27
日（
木
）
午
後
７
時

30
分
～
午
後
９
時

場
所　

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
富
田

林
市
市
民
会
館
）
１
階
大
会
議
室

テ
ー
マ　
「
50
年
さ
き
の
未
来
に
む

け
て
」
～
10
年
、
20
年
先
の
わ
が
ま

ち
は
！（
地
域
活
性
戦
略
と
変
貌
）～

定
員　

１
２
０
人

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
商
工
会
青
年
部

　

☎
㉕
１
１
０
１

自
分
で
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？　

陶
芸
体
験
募
集

　

約
５
０
０
ｇ
の
粘
土
で
陶
器
を

作
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
（
自
由
作

品
）。

日
時　

４
月
中
、
毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
１
時
～
５
時

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り

２
階
陶
芸
室

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

陶
芸
ク
ラ
ブ
や
ま
ゆ
り　

　

田
中　

順
子　

☎
�
７
３
４
７
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テ
ニ
ス
初
・
中
級
講
習
会

　

村
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
、
初
心
者
・

中
級
者
を
対
象
と
し
た
第
55
回
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
２
日（
日
）～
（
毎
週
日

曜
日　

午
後
１
時
～
）（
全
６
回
）

場
所　

村
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

費
用　

４
千
円

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

受
付　

２
月
15
日（
土
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

中
野　

義
信　

☎
�
７
５
１
９

第
10
回「
草
笛
の
家　
作
品
展
」

　

河
南
町
の
障
が
い
者
支
援
施
設

「
草
笛
の
家
」
の
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
「
海
」
を
テ
ー
マ
に
制
作
し
た
作

品
と
、
地
域
の
小
学
校
と
合
同
で
制

作
し
た
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

３
月
９
日（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分

場
所　

す
ば
る
ホ
ー
ル
３
階
展
示
室

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

草
笛
の
家　

作
品
展
実
行
委
員

　

☎
�
３
５
０
０

木
彫
体
験
～
雛
人
形
づ
く
り
～

　

自
分
で
彫
っ
た
か
わ
い
い
雛
人
形

を
贈
り
ま
せ
ん
か
。

（
約
Ｗ
50
㎜
×
Ｄ
25
㎜
×
Ｈ
80
㎜
）

日
時　

２
月
16
日（
日
）
午
後
１
時

～
４
時
30
分

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
８
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
）

持
ち
物　

軍
手
、
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は

汚
れ
て
も
い
い
服
装

受
付　

２
月
７
日（
金
）
午
前
10
時

～〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ・フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　
http://w

w
w
.sinrin.org/foresta/

み
な
み
か
わ
ち
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

第
３
回
「
梅
の
花
咲
く
錦
織
公
園
を

へ
て
日
本
最
古
の
た
め
池　

狭
山
池

を
巡
る
」

　

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会
で
は
、
今
な

お
残
る
歴
史
を
テ
ー
マ
に
、
古
墳
、

社
寺
、
文
化
遺
産
な
ど
を
訪
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

日
程　

２
月
23
日（
日
）

※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

※
予
備
日　

３
月
９
日（
日
）

集
合　

錦
織
神
社
（
近
鉄
長
野
線
川

西
駅
か
ら
徒
歩
約
10
分
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
（
事

前
申
込
不
要
）

費
用　

無
料

コ
ー
ス　

近
鉄
川
西
駅
→
錦
織
神
社

（
ス
タ
ー
ト
・
受
付
）
→
千
代
田
神

社
→
錦
織
公
園
→
狭
山
神
社
→
吉
川

家
住
宅
→
狭
山
池
→
狭
山
池
博
物
館

→
さ
や
か
公
園
→
大
阪
狭
山
市
役
所

（
ゴ
ー
ル
・
受
付
）
→
南
海
大
阪
狭

山
市
駅

※
徒
歩
約
12
㎞

参
加
特
典

•
�

参
加
賞
（
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

•
�

完
歩
賞
（
シ
リ
ー
ズ
全
３
回
を
完

歩
し
た
人
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
華
や
い
で
大
阪
・

　
�

南
河
内
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議

会
事
務
局
（
大
阪
狭
山
市
市
民
部

農
政
商
工
グ
ル
ー
プ
内
）

　

☎
０
７
２（
３
６
６
）０
０
１
１

近
畿
夜
間
中
学
校

「
連
合
作
品
展
」

　

近
畿
の
夜
間
中
学
校
に
通
う
10
代

か
ら
90
代
の
生
徒
た
ち
が
日
ご
ろ
の

学
習
の
成
果
と
し
て
作
成
し
た
数
々

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
見
学
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
９
日（
日
）
午
前
10
時

30
分
～
午
後
２
時

場
所　

大
阪
市
立
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
ひ
が
し
す
み
よ
し
（
近
鉄
南
大

阪
線
「
矢
田
」
駅
下
車
、
南
西
へ
徒

歩
13
分
）（
市
バ
ス「
矢
田
行
基
大
橋
」

下
車
、
東
へ
徒
歩
５
分
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

大
阪
市
立
天
王
寺
中
学
校
夜
間
学

級
連
合
作
品
展
担
当
者

　

☎
06（
６
７
７
１
）２
７
５
７

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所

の
特
別
集
中
労
働
相
談
会

＆
セ
ミ
ナ
ー

実
施
期
間　

２
月
６
日（
木
）～
９
日

（
日
）

労
働
相
談

　

職
員
に
よ
る
相
談
は
電
話
相
談
・

面
談
と
も
予
約
不
要
。

　

弁
護
士
相
談
、
社
労
士
相
談
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
は
面
談
の
み
で

要
予
約
。

日
時

•
�

２
月
６
日（
木
）・
７
日（
金
）
午

前
９
時
～
午
後
８
時

•
�

２
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）
午

後
１
時
～
５
時

•
�

出
張
相
談
は
２
月
６
日（
木
）
午

前
10
時
～
午
後
１
時（
面
談
の
み
）

場
所

•
�

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
（
天
満

橋
）
☎
06（
６
９
４
６
）２
６
０
０

•
�

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所　

南
大

阪
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
２（
２
７
３
）６
１
０
０

•
�

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所（
池
田
）

（
出
張
相
談
）
※
面
談
の
み
で
要

予
約

労
働
法
関
係
セ
ミ
ナ
ー

～
中
小
企
業
労
働
環
境
向
上
講
座
～

場
所　

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所（
天

満
橋
）
12
階
Ａ
会
議
室

対
象　

府
内
の
中
小
企
業
を
中
心
と

す
る
労
働
者
、
使
用
者
な
ど

定
員　

各
40
人
程
度
（
事
前
申
込
必

要
、
原
則
先
着
順
）

○
労
働
基
準
法
の
基
礎
知
識（
賃
金
・

労
働
時
間
・
休
憩
・
休
日
・
有
給
休

暇
な
ど
に
つ
い
て
）

日
時　

２
月
６
日（
木
）
午
後
３
時

～
４
時
30
分

内
容　

労
働
基
準
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
労
働
に
関
す
る
基
礎
知
識
に
つ

い
て
の
解
説

講
師　

大
阪
労
働
局
職
員

○
労
働
契
約
法
・
労
働
者
派
遣
法
・

高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
か
ら
１

年
が
経
過
し
て

日
時　

２
月
６
日（
木
）
午
後
４
時

40
分
～
６
時
10
分

内
容　

改
正
か
ら
約
１
年
が
経
過
す

る
労
働
関
係
法
に
関
す
る
現
状
や
留

意
点
に
つ
い
て
の
講
演

講
師　

弁
護
士

○
解
雇
・
雇
止
め
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止

に
つ
い
て

日
時　

２
月
６
日（
木
）
午
後
６
時

30
分
～
７
時
30
分

内
容　

労
使
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

が
ち
な
解
雇
・
雇
止
め
に
つ
い
て
の

法
的
な
説
明
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講
師　

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所　

相
談
担
当
職
員

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
総
合
労
働

　

事
務
所　

相
談
グ
ル
ー
プ

　

☎
06（
６
９
４
６
）２
６
０
８　

　

�http://w
w
w
.pref.osaka.jp/

sogorodo/shokai.htm
l

若
者
就
職
応
援
相
談
会
in

南
河
内
～
同
時
開
催
！
出

張
労
働
相
談
会
～

　

就
職
に
つ
い
て
悩
み
や
疑
問
が
あ

る
若
年
者
、
子
ど
も
の
就
職
活
動
に

前
向
き
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
親
・

保
護
者
の
人
を
対
象
と
し
た
就
職
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
専
門
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
就
労
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
あ
な
た
の
悩

み
に
お
答
え
し
ま
す
！

　

ま
た
、
当
日
は
出
張
労
働
相
談
も

同
時
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日（
木
）
午
後
１
時

～
４
時

場
所　

ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

就
職
相
談
会
に
つ
い
て
は
、

15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
若

年
者
と
そ
の
親
・
保
護
者
な
ど

内
容　

１
回
50
分
の
個
別
相
談

定
員　

12
人
（
12
組
）

受
付　

２
月
19
日（
水
）ま
で
に
、
富

田
林
市
商
工
観
光
課
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ

※�

出
張
労
働
相
談
に
つ
い
て
は
、
使

用
者
・
労
働
者
、
年
齢
な
ど
は
問

い
ま
せ
ん
。
先
着
順
で
、
当
日
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
商
工
観
光
課

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
４
８
１
）

　
　

㉖
２
０
２
０

南
河
内
環
境
事
業
組
合
の
入
札

参
加
資
格
申
請
を
受
付

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
で
は
、
平

成
26
年
度
の
建
設
工
事
や
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業
務
へ

の
入
札
参
加
資
格
申
請
の
中
間
受
付

を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
・
25
年
度
に
受
け

付
け
し
た
者
は
提
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

登
録
有
効
期
間　

平
成
26
年
４
月
１

日（
火
）～
平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）

ま
で
（
１
年
間
）

提
出
要
領
配
布　

２
月
21
日（
金
）ま

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
30
分
～
正
午
と
午
後
１
時
～

５
時
）

配
布
場
所　

南
河
内
環
境
事
業
組
合

第
１
清
掃
工
場
（
富
田
林
市
大
字
甘

南
備
２
３
４
５
）

な
お
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（m
inam

ikaw
achi ‒kankyo.or.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

申
請
書
提
出
方
法　

申
請
書
提
出
要

領
に
基
づ
き
作
成
し
、
郵
送
の
み
受

付
し
ま
す
。

〒
５
８
４―

０
０
５
４

富
田
林
市
大
字
甘
南
備
２
３
４
５
番

地受
付　

２
月
３
日（
月
）～
２
月
21
日

（
金
）消
印
有
効

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

南
河
内
環
境
事
業
組
合
総
務
企
画

課　

☎
㉝
６
５
８
４

自
衛
官
募
集

○
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

　

将
来
の
自
衛
官
を
担
う
幹
部
自
衛

官
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

受
付　

２
月
１
日（
土
）～
４
月
25
日

（
金
）

試
験
日　
５
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

※�

５
月
11
日（
日
）は
飛
行
要
員
希
望

者
の
み

合
格
発
表

•

１
次
試
験　

５
月
30
日（
金
）

•

最
終
合
格
発
表

陸
上・海
上
自
衛
隊　

８
月
１
日（
金
）

航
空
自
衛
隊
　
　

９
月
５
日（
金
）

応
募
資
格

•
大
卒
程
度
試
験　

日
本
国
籍
を
有

す
る
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒
（
見

込
含
）、修
士
課
程
修
了
者
な
ど
（
見

込
含
）
は
28
歳
未
満
）

•

院
卒
者
試
験　

日
本
国
籍
を
有
す

る
人
で
、修
士
課
程
修
了
者
な
ど（
見

込
含
）
で
、
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の

人身
分
・
待
遇
な
ど

身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員
、
昇
給

年
１
回
、
ボ
ー
ナ
ス
年
２
回
、
諸
手

当
有
り
、
週
休
２
日
制
、
年
次
休
暇

（
年
24
日
）
な
ど

○
自
衛
官
候
補
生

　

所
要
の
教
育
を
経
て
、
３
か
月
後

に
２
等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用
。

受
付

•

男
子　

随
時

•
�

女
子　

８
月
１
日（
金
）～
９
月
９

日（
火
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
衛
隊
大
阪
地
方

　

協
力
本
部　

富
田
林
地
域
事
務
所

　

☎
㉔
３
７
９
９　
　

㉔
３
９
９
９

消
費
者
啓
発
講
座「
悪
質
商
法
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！
」

　

近
年
、
複
雑
・
巧
妙
化
す
る
悪
質

商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
啓

発
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

①
２
月
17
日（
月
）、
②
20
日

（
木
）、
③
24
日（
月
）、
④
28
日（
金
）

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所

①
太
子
町
ま
ち
づ
く
り
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
２
階　

第
１
会
議
室
（
太
子

町
役
場
）

②
す
ば
る
ホ
ー
ル
３
階　

会
議
室
３

③
河
南
町
役
場
４
階　

４
０
１
会
議

室④
く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階　

第
１
会

議
室

内
容　

近
年
の
悪
質
商
法
の
事
例
紹

介
お
よ
び
被
害
に
遭
っ
た
と
き
の
対

処
法
な
ど

定
員　

30
人

講
師　

消
費
生
活
専
門
相
談
員

①
青
谷　

由
美　

②
山
崎　

ゆ
か
り

③
河
野　

順
子　

④
井
上　

栄
子

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
商
工
観
光
課

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
４
８
３
）

　
　

俳
句
コ
ー
ナ
ー

猪

鍋

に

天

井

低

き

中

二

階

竹

林

の

闇

の

深

き

に

霜

の

声

降
誕
劇
少
女
も
ひ
と
日
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

注し

連め

飾
る
森
深
ぶ
か
と
水
分
社

蜜
蜂
の
遊
ぶ
日
溜
り
枇
杷
の
花

大
根
焚
よ
う
や
く
蓋
の
お
さ
ま
り
ぬ

冬
ざ
れ
や
竹
燃
す
音
の
谺
し
て

阿　

戸　

敏　

明

貝　

長　
　
　

徹

奥　

野　

千　

秋

下　

門　

信　

子

彼　

塚　

正　

子

北　

浦　

賀
代
子

向　
　
　

栄
美
子
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おめでとう　新成人

防火・防災への誓いも新たに
● 平成26年千早赤阪村消防出初式 ●

　１月11日、村民運動場で平成26年消防出初式が行われました。
　寒さ厳しい中、集まった村消防団と富田林市消防本部による規律正しい入場行進、人員・消防車両による行進、
閲団などのあと、８台の消防車とはしご車による放水訓練が行われました。
　また、優良消防団員表彰が行われ、村長と団長から11人が表彰されました。

● 平成26年千早赤阪村成人式 ●
　１月13日、くすのきホールで成人式が開催されました。
　今年、新成人として式に出席したのは平成５年４月２日
から平成６年４月１日までに生まれた男子24人、女子20人
の若者たちです。
　式典では、松本村長らが新成人の新しい門出を祝福しま
した。
　また、式典終了後には、アトラクションとして158�Saxophone�
Quartet と村立中学校吹奏楽部による演奏が披露されまし
た。

▲誓いの言葉　矢倉康暉さん

▲お礼の言葉　日下愛美さん▲158 Saxophone Quartet

1�



近況は・・・
　桃山学院大学で、外国人に日本語を教える先
生になるための勉強をしています。
趣味は・・・
　音楽鑑賞です。この前、念願のポール・マッ
カートニーのコンサートに行くことができて感
動しました。
夢は・・・
　夢はまだ決めていませんが、今の目標は海外
インターンシップに参加することです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　高校の友達と久しぶりに会って盛り上がりま
した。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
　最近、棚田のライトアップなどで村を訪れる
人が増えてうれしいです。
　星がとてもきれいで空気が澄んでいて良いと
ころだと思います。
次号は・・・
　小学校から同級生の小滝裕司くんです。
小滝くんへメッセージを・・・
　お久しぶりです。
　お互い無事に大学を卒業できるといいですね。

上東阪　 矢  倉 　 光  莉 さん
＜20歳　さそり座＞

HikariYagura

７歳のころ、サイパンに旅行したときの
写真です。空と海の色が一緒で驚いたこ
とを覚えています。右側がわたしです。

小吹台　いけがみ　ゆい　ちゃん
（　池　上　　結　衣　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年２月26日生まれ
いつもかわいい笑顔をありがとう。
もうすぐ１歳、これからもいろんなことを一緒にチャレン
ジしようね。

　父・岳史さん、母・直子さん

今年もきれいに
咲きました

　（一社）千早赤阪楠公史跡保存会が、奉建塔周辺（二河原辺
地区）の景観向上のために、平成11年に植えた約５万株のス
イセンに淡くて白い花が咲き、訪れる人を楽しませています。
スイセンの花は、２月下旬まで楽しむことができます。

● スイセンが見ごろです ●

267

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

２月３日・10日・
17日・24日・
３月３日㈪

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

２月19日㈬

午前10時
～11時30分

０歳～幼稚園入園前
の乳幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃までの乳
幼児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～11時45分

１歳頃までの乳幼児
の家族

相
談

無 料 弁 護 士 相 談・
保 健 師こころの相 談 ２月14日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労 働問
題など法律相談を希
望する人

（同日に身体やこころ
の相談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） ２月25日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護な
ど相談を希望する人

個別健 康 栄養相談 ２月28日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活
を改善したい人など

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
☎
㉓
２
６
８
１

こ こ ろ の 健 康 相 談 ㈪～㈮ 午前９時30分
　～午後５時

電話で問い合わせくださ
い（予約制）

エ イ ズ に 関 す る
相 談 ㈪～㈮ 午前９時30分

　～午後５時 電話相談も可

血 液 検 査

［エイズ・梅毒・］クラミジア
第１・３
水曜日

午後１時30分
　～２時30分

エイズ抗体検査は無料、
そのほか手数料が必要
な場合あり

血 液 検 査
［肝炎ウイルス］ 第３水曜日 午前９時30分

　～10時30分
無料・予約制
（先着順）

• 飲 用 水・ 井 戸 水 検 査
• 腸 内 細 菌 検 査
• 寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（祝日の場合は翌日）

午前９時30分
　～11時30分 有料

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉕1122
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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赤
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内
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千
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赤
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村
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字
水

分
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地
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ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/
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編
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／
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務
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も え る ご み
（火・金曜日）

２月４日（火）・
７日（金）・11日（火）
14日（金）・18日（火）
21日（金）・25日（火）
28日（金）
３月４日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

２月５日（水）
３月５日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

２月13日（木）
　　27日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ２月20日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ２月26日（水）

各地区ミゼット車 ２月18日（火）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 ２月27日（木）予定

千早、東阪、中津原 ２月28日（金）予定

心配ごと ２月６日（木）・３月６日（木）

児　　童 ２月６日（木）・３月６日（木）

行　　政 ２月６日（木）・３月６日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
役場会議室
※事前に電話で予約してください。
（太子町・河南町役場でもご相談でき
ます）

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

〈問い合わせ〉
千早赤阪村住民課・河南町住民生活課☎�2500・
太子町住民人権グループ☎�5515　

総人口　5,859人（－３）
　男　　2,783人（－２）
　女　　3,076人（－１）
世帯数　2,365戸（＋２）

12月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など


